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博物館休館日カレンダー
2026 年  1 月

▲ 1ヶ月少々でマスターしたとは思えない見事な舞い振りでした▲ 好天に恵まれた常栄寺門前にて。記念写真も一段と晴れやか

▲ 昨年3月に永沼家住宅で行われた防火点検式の様子

　11月８日（土）、伊良原学園で学習フェスタ
が開かれ各学年生徒による学習成果発表が行
われました。このうち8年生は博物館で「故郷
の宝・神楽」学習に取組みましたが、その成果
として神楽上演を行いました。お見事でした！

　11月30日（日）、山口県山口市を目的地
に博物館文化財研修が行われました。同市
の山口博物館や瑠璃光寺・常栄寺を見学し、

「西の京」と呼ばれた守護大名・大内氏の栄
華を物語る遺産の魅力を堪能しました。

１1月の業務日誌から

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
１
月
の
歴
史
講
座

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
１
月
10
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
１
月
17
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
１
月
24
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
１
月
31
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
１
月
26
日
は
昭
和
26
年
に
世
界
遺
産
・

法
隆
寺
金
堂
が
焼
失
し
た
日
で
す
。
こ
の

惨
劇
を
教
訓
に
、
文
化
財
の
防
火
意
識
を

高
め
、
各
種
の
防
火
活
動
を
推
進
す
る
日

と
し
て
文
化
財
防
火
デ
ー
が
設
け
ら
れ
、

今
年
で
72
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
み
や
こ
町
に
は
三
重
塔
を
は
じ
め
文
化

財
建
造
物
や
博
物
館
の
よ
う
な
文
化
財
収

蔵
施
設
が
あ
り
、
各
施
設
で
は
毎
年
防
火

設
備
点
検
や
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
身
近
な
文
化

財
の
防
火
に
つ
い
て
考
え
る
日
に
し
ま
せ

ん
か
。

第
72
回「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
つ
い
て

　
そ
れ
か
ら
30
年
後
の
昭
和
50
年
、
当
時

の
生
徒
有
志
が
中
断
し
た
卒
業
式
の
再
開

を
計
画
。
参
加
者
は
心
底
平
和
の
尊
さ
を

噛
み
締
め
な
が
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

　
※
注
：
文
章
中
の
＊
は
当
時
の
名
称

▲ 昭和 20 年 7 月に綾野で拾われた伝単
   沖縄後の本土壊滅を予告する内容

▲ 当時の豊津中学校務日誌に残る空襲の記録。実害はなかっ
   たが直近の築城空襲で緊張感が極度に高まっていた

◆
博
物
館
「
イ
チ
オ
シ
」
逸
品
レ
ポ
ー
ト

こ
の
展
示
（
＆
収
蔵
資
料
）

コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、
こ
こ
が
ツ
ボ
!!

●
資
料
解
説
～
平
和
が
も
た
ら
し
た
二
回
目
の
卒
業
式

　
昨
年
か
ら
「
昭
和
１
０
０
年
・
戦
後
80

年
」
に
因
ん
だ
多
彩
な
企
画
や
催
し
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
博
物
館
で
は
今
年
4
月
、「
昭
和

1
0
0
周
年
」
の
企
画
展
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
戦
後
80
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

今
回
２
点
の
資
料
を
紹
介
し
て
、
未
来
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
20
年
（
一
九
四
五
）
３
月
10
日
の

東
京
大
空
襲
は
都
市
部
へ
の
絨

じ
ゅ
う
た
ん毯

爆
撃
が

一
般
化
さ
れ
る
前
触
れ
と
な
る
一
方
で
、
地

方
都
市
も
狙
わ
れ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　
海
軍
航
空
隊
築
城
飛
行
場　

＊

に
隣
接
す
る

豊
津
村　

＊

は
、
空
襲
と
は
無
縁
の
の
ど
か
な

村
で
し
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
空
襲
警
報
が

頻
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
３
月
18
日

に
は
遂
に
飛
行
場
と
周
辺
が
空
襲
さ
れ
、

兵
士
だ
け
で
な
く
住
民
に
も
犠
牲
者
が

出
、
そ
れ
ま
で
「
空
振
り
」
が
続
く
警
報

に
無
警
戒
だ
っ
た
人
々
は
に
わ
か
に
神
経

を
尖
ら
せ
始
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
３
月
31
日
の
旧
制
豊
津

中
学
校
卒
業
式
。
校
長
式
辞
の
終
了
と
共

に
空
襲
警
報
が
…
。
会
場
は
パ
ニ
ッ
ク
と

な
っ
て
式
は
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

●
資
料
名

　
戦
時
生
活
資
料
群
の
う
ち

　
　
➀
館
蔵
資
料
（
伝
単
［
で
ん
た
ん
］＝
米
軍
宣
伝
ビ
ラ
）

　
　
➁
旧
制
豊
津
中
学
校
資
料
（
昭
和
19
年
度
校
務
日
誌
）

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法
量 (

㎝) 

：
① 

15
×
10　
② 

25
×
17
×
３

・
制
作
年
代
：
昭
和
20
年
（一九
四
五
）

・
ポ
イ
ン
ト
：�

身
近
な
く
ら
し
に
戦
争
が
ど
う

関
わ
っ
た
の
か
が
よ
く
分
か
る

・
公
開
状
況
：
保
存
の
た
め
通
常
非
公
開

▲ 昭和 50 年 3 月 1 日。現役生の式終了後に昭和 19 年度卒業生
　の２回目の卒業式が行われた。50 名が参加し念願を果たした
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昭
和
１
０
０
年

　

大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
12
月
25

日
午
前
10
時
20
分
に
元
号
「
昭
和
」

が
官
報
号
外
で
公
布
さ
れ
て
か
ら
今

年
で
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

「
昭
和
」
は
62
年
と
14
日
続
い
た
こ
と

か
ら
、
元
号
発
祥
の
国
で
あ
る
中
国

を
凌
い
で
、現
在
「
世
界
最
長
の
元
号
」

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

元
号
を
考
案
し
た
人
物
は
、
み
や
こ

町
出
身
の
吉よ

し
だ
ま
す
ぞ
う

田
増
蔵
（
号
は
学
軒
）

で
す
。「
昭
和
」
は
、
古
代
中
国
の
歴

史
書
『
書
経
』
の
一
節
「
百
姓
昭●

明
、

協
和●

萬
邦
」
に
よ
る
も
の
で
、
世
界

平
和
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。
歴
史
上
、「
昭
和
」
が
元
号
の

候
補
に
な
っ
た
の
は
こ
れ
が
最
初
で

あ
り
、
ま
た
日
本
を
は
じ
め
、
中
国

な
ど
他
の
元
号
使
用
国
で
そ
れ
ま
で

使
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
「
完
璧
な
元

号
」
と
な
り
ま
し
た
。
大
正
天
皇
が

崩ほ
う
ぎ
ょ御

し
た
そ
の
日
に
の
う
ち
に
「
改

る
こ
と
に
な
り
、
病
床
で
起
草
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
の
時
の
無
理
が
た

た
り
、
12
月
８
日
の
真
珠
湾
攻
撃
に

よ
る
日
米
開
戦
か
ら
11
日
後
に
75
歳

の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
葬
儀
の
祭
壇

に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
や
首
相
な

ど
の
供
物
が
供
え
ら
れ
ま
し
た
。
同

年
、
豊
津
出
身
で
Ｎ
Ｅ
Ｃ
創
業
者
の

岩い
わ
だ
れ
く
に
ひ
こ

垂
邦
彦
が
84
歳
で
生
涯
を
閉
じ
て

い
ま
す
。
開
戦
に
よ
る
軍
需
用
の
石

炭
需
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
昭
和

17
年
（
１
９
４
２
）
か
ら
戦
後
に
か

け
て
伊
良
原
で
石
炭
が
採
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
で
は
、
み
や

こ
町
で
も
多
く
の
若
者
が
出
征
し
ま

し
た
。
昭
和
18
年
（
１
９
４
３
）
２

月
に
は
町
制
施
行
に
よ
り
犀
川
村
か

ら
「
犀
川
町
」
と
な
り
4
月
10
日
に

は
節
丸
･
豊
津
両
村
が
合
併
し
新
た

な
「
豊
津
村
」
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
７
月
に
は

喜
多
良
川
が
氾
濫
し
甚
大
な
被
害
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
の
終
盤

と
な
る
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
戦

闘
機
搭
乗
員
の
訓
練
を
目
的
と
し
て

犀
川
木
山
に
滑
走
路
と
着
艦
訓
練
塔

を
備
え
た
「
犀
川
補
助
飛
行
場
」
が

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
広
島
･

長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
8
月

15
日
に
終
戦
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
約

１
か
月
後
に
伊
良
原
村
で
大
水
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。　

 （
井
上
信
隆
）

豊
津
中
学
校
（
現
在
の
育
徳
館
高
等

学
校
）
で
25
年
間
校
長
を
務
め
た
大

森
藤
蔵
校
長
の
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
碑
文
は
吉
田
増
蔵
が

作
成
し
て
い
ま
す
。
翌
年
の
昭
和
12

年
（
１
９
３
７
）
５
月
、
豊
津
中
学

校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ

れ
、
新
た
な
校
歌
が
制
定
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
校
歌
の
歌
詞
も
吉
田
増
蔵

に
よ
っ
て
作
詞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
犀
川

駅
が
改
築
さ
れ
、
本
庄
池
築
造
工

事
に
着
手
し
ま
し
た
。
昭
和
15
年

（
１
９
４
０
）
世
界
最
大
を
誇
っ
た

戦
艦
「
大
和
」
が
呉
で
極
秘
に
進

水
し
た
こ
の
年
、
築
城
飛
行
場
が

建
設
さ
れ
、
ま
た
翌
年
の
昭
和
16

年
（
１
９
４
１
）
小
倉
陸
軍
造
兵
廠

や
芦
屋
飛
行
場
で
は
、
み
や
こ
町
か

ら
勤
労
奉
仕
隊
と
し
て
多
く
の
青
年

が
建
設
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。
同

年
12
月
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
に
対
す
る
開
戦
に
備
え
宮
内
大
臣

は
吉
田
増
蔵
に
「
宣
戦
の
詔
書
」
の

起
草
を
依
頼
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
へ

の
留
学
経
験
が
あ
り
、
こ
の
時
、
重

度
の
胃い

か
い
よ
う

潰
瘍
を
患

わ
ず
ら

っ
て
い
た
増
蔵
は

そ
の
依
頼
を
断
り
ま
す
が
、
詔
書
等

の
起
草
能
力
に
長
け
、
開
戦
ま
で
の

限
ら
れ
た
時
間
に
対
応
で
き
る
人
物

は
吉
田
増
蔵
以
外
に
見
当
た
ら
な

か
っ
た
た
め
、
渋
々
、
こ
れ
を
受
け

元
」
さ
れ
た
た
め
、
１
９
２
６
年
12

月
25
日
は
、「
大
正
15
年
」
と
「
昭
和

元
年
」
と
い
う
２
つ
の
元
号
で
表
記

さ
れ
、
１
９
２
６
年
の
最
後
の
1
週

間
が
「
昭
和
元
年
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
流
行
語
大
賞
」
に
も
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
「
昭
和
１
０
０
年
」

で
す
が
、
現
在
、
日
本
の
総
人
口
の

う
ち
、
約
68
％
が
「
昭
和
世
代
」
で

あ
り
、
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
も
若
者
を

中
心
に
「
昭
和
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
」
が

広
が
り
を
見
せ
る
な
ど
、
昨
年
か
ら

「
昭
和
」
が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

こ
の
「
昭
和
」
改
元
か
ら
１
０
０
年

を
迎
え
る
今
年
、「
昭
和
の
原
点
は
み

や
こ
町
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
か
ら
こ
の
激
動
の「
昭
和
」

と
い
う
時
代
に
つ
い
て
国
内
の
動
向

や
み
や
こ
町
の
出
来
事
を
中
心
に
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

昭
和
元
年
か
ら
10
年
ま
で

　
「
昭
和
」
改
元
の
３
年
前
と
な
る
大

正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
、

関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
死
者
行
方

不
明
者
10
万
人
以
上
を
記
録
す
る
な

ど
東
京
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
の
復
興
の
中
で
「
昭

和
」
と
い
う
時
代
が
幕
を
開
け
ま
す
。

昭
和
2
年
（
１
９
２
７
）
み
や
こ
町

勝
山
と
田
川
郡
香
春
を
結
ぶ
仲ち

ゅ
う
あ
い
ず
い

哀
隧

道ど
う

が
拡
幅
さ
れ
ま
す
。
昭
和
6
年

（
１
９
３
１
）
2
月
、
豊
津
出
身
で

「
社
会
主
義
運
動
の
父
」
と
称
さ
れ
た

堺さ
か
い

利と
し
ひ
こ彦
が
行
橋
で
農
民
労
働
学
校
を

開
校
し
ま
す
が
、
２
年
後
の
昭
和
8

年
（
１
９
３
３
）
1
月
23
日
に
63
歳

の
生
涯
を
閉
じ
ま
す
。
10
月
1
日
に

は
、
関
東
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

「
陸
軍
造ぞ

う
へ
い
し
ょ
う

兵
廠
東
京
工
廠
」
の
機
能
を

北
九
州
小
倉
に
移
し
「
小
倉
工
廠
」

と
し
て
開
庁
し
て
い
ま
す
が
、
み
や

こ
町
出
身
の
人
々
も
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
12
月
23
日
、

皇
太
子
明
仁
親
王
（
現
在
の
上
皇
陛

下
で
「
平
成
」
に
即
位
し
た
天
皇
陛

下
）が
誕
生
し
ま
す
。
こ
の
親
王
の
名
・

称
号
で
あ
る
「
継
宮 

明
仁
」
も
吉
田

増
蔵
が
考
案
し
て
い
ま
す
が
、
親
王
・

内
親
王
の
誕
生
に
先
駆
け
、
昭
和
４

年
（
１
９
２
９
）
頃
に
は
考
案
さ
れ

て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）
6
月
27

日
～
30
日
に
か
け
大
雨
が
降
り
、
行

橋
で
は
大
水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

昭
和
11
年
か
ら
20
年
ま
で

　

昭
和
11
年
（
１
９
３
６
）
二
・
二
六

事
件
が
発
生
し
、
11
月
7
日
に
国
会

議
事
堂
が
完
成
し
た
こ
の
年
、
豊
津

出
身
の
鶴つ

る
た
と
も
や

田
知
也
が
小
説
「
コ
シ
ャ

マ
イ
ン
記
」
を
発
表
し
、
第
３
回
芥

川
賞
を
受
賞
し
ま
す
。
11
月
10
日
に
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「
昭
和
１
０
０
年
」と　

　

  
吉
田
増
蔵
①

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


